
お 知 ら せ
i n f o r m a t i o n

〇
受
付
時
間
　

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

問（
多
重
債
務
者
相
談
窓
口
専
用
）

☎
０
２
４

−

５
３
３

−

０
０
６
４

「
出
前
講
座
」の
ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は「
お
こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
よ
う
」

「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ
う
」「
お

金
の
知
識
に
つ
い
て
～
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
時
代
の
お
金
の
知
識

～
」「
家
計
管
理
と
資
金
計
画
」な

ど
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

費
用
は
一
切
掛
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
総
務
課

☎
０
２
４

−

５
３
５

−

０
３
０
１

介
護
福
祉
士
養
成
科
の
訓
練

生
募
集
に
つ
い
て

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
で

は
、
求
職
中
の
方
を
対
象
と
し
て
、

国
家
資
格「
介
護
福
祉
士
」の
取
得

と
介
護
福
祉
業
界
へ
の
正
社
員
就

職
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

２
年
間
の
教
育
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。

〇
募
集
コ
ー
ス 

　

介
護
福
祉
士
養
成
科

〇
訓
練
期
間
　 

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
５
年

３
月
ま
で（
２
年
間
）

〇
訓
練
会
場
　 

　

県
内
の
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

〇
受
講
料
　 

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。

※
テ
キ
ス
ト
代
や
保
険
代
な
ど

は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

〇
募
集
期
間

　

2
月
26
日
㊎
ま
で

〇
そ
の
他

　

申
し
込
み
、
選
考
内
容
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
新
規
学
卒
で
未
就
職
の

方
、
学
卒
未
就
職
者
で
卒
業
後
1

年
以
上
経
過
し
て
い
な
い
方
は
応

募
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

　

郡
山 

教
務
課
委
託
訓
練
担
当

〒
９
６
３

−

８
８
１
６

郡
山
市
上
野
山
５
番
地

　

☎
０
２
４

−

９
４
４

−

１
６
６
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
４

−

９
４
３

−

７
９
８
５

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す

る
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借

金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金
の

状
況
を
お
聞
き
し
、
必
要
に
応
じ

弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門

家
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
秘

密
厳
守
、
相
談
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず

に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る「
ヤ

ミ
金
融
」業
者
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

貸
金
業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
や
不
正
に
利
用
さ

れ
て
い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〇
相
談
窓
口

　

福
島
市
松
木
町
13

−

2

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

◆確定申告の際に必要です
　令和２年中に国民年金や厚生年金などの老齢また
は退職を支給事由とする年金を受給された方に支払
われた年金額や源泉徴収された所得税額などをお知
らせする『令和２年分公的年金等の源泉徴収票』が日
本年金機構から１月中旬に送付されました。
　源泉徴収票に記載されている事項は、令和２年中
に支払われた年金の合計額、年金から特別徴収され
た社会保険料の金額（国民健康保険税、介護保険料お
よび後期高齢者医療保険料）、源泉徴収税額および所
得控除内容となっています。
　源泉徴収票は確定申告の際に必要となりますので
大切に保管してください。

◆源泉徴収票を紛失したときは
　源泉徴収票を紛失した場合には、日本年金機構で
再交付の受け付けをしていますのでねんきんダイヤ
ルへお問い合わせください。なお電話による再交付
の場合には、発送まで２週間程度かかります。お急
ぎの方はお近くの年金事務所までお問い合わせくだ
さい。
　再交付の申請には基礎年金番号などが必要となり
ますので年金証書などをご準備ください。

《源泉徴収票の再交付に関する問い合わせ》
ねんきんダイヤル
☎0570‐05‐1165
☎03‐6700‐1165（050で始まる電話でかける場合）
問郡山年金事務所　☎024-932-3434
問町民生活課　　　☎72-6933

国 民 年 金 コ ー ナ ー
～令和２年分公的年金等の源泉徴収票について～
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